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本音で語ろう、これからの食育問題
食育フォーラム in みふね

構造：Ｓ構造＝鉄骨、Ｒ構造＝鉄筋コンクリート
耐用（使用）年数：Ｓ構造＝28年、Ｒ構造＝35年

　

神
吉　

学
校
給
食
で
自
校
方

式
と
給
食
セ
ン
タ
ー
方
式
の
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
？

　

金
丸　

自
校
式
は
、「
温
か
い

も
の
が
出
せ
る
」「
地
域
と
の
連

携
が
し
や
す
い
」と
い
う
メ
リ
ッ

ト
は
あ
る
が
、
機
械
の
調
整
が

難
し
く
（
給
食
の
）
量
を
多
め

に
つ
く
り
無
駄
が
で
る
。
現
在

の
人
数
な
ら
ば
給
食
セ
ン
タ
ー

で
も
可
能
。
た
だ
、
学
校
給
食

は
公
的
援
助
が
必
要
。
財
政
的

な
援
助
が
可
能
な
の
か
が
ポ
イ

ン
ト
。
御
船
町
の
人
口
が
増
加

す
れ
ば
自
校
方
式
で
も
い
い
と

思
う
が
、
減
少
す
る
の
な
ら
自

校
方
式
だ
と
維
持
が
大
変
で
あ

る
。
た
だ
し
、
給
食
セ
ン
タ
ー

の
場
合
、
人
口
が
増
え
す
ぎ
る

と
地
産
地
消
が
や
り
づ
ら
い
こ

県
唐
津
市
七
山
村
で
は
、Ｊ
Ａ
が

出
資
し
た
市
場
と
民
間
が
出
資

し
た
市
場
が
学
校
給
食
に
（
地

元
野
菜
を
）
納
入
し
て
、
レ
ス

ト
ラ
ン
も
出
店
し
て
い
る
。

　

神
吉　

食
育
は
、
給
食
で
す

る
も
の
で
は
な
く
、
家
庭
で
す

る
も
の
。
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
実
際
に
料
理
を
し
て
み
た
り

し
た
ほ
う
が
直
接
の
食
育
に
つ

な
が
る
の
で
は
？

　

教
育
長　

食
の
大
事
さ
、
自

分
で
食
を
選
択
す
る
能
力
が
学

校
給
食
の
中
で
培
わ
れ
る
。
学

「
食
育
」「
地
産
地
消
」「
学
校
給
食
」
が
抱
え
る
課
題―

。

こ
れ
か
ら
町
が
、
歩
も
う
と
す
る
そ
の
方
向
と
は
？

フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
者
の
中
か
ら
疑
問
の
多
か
っ
た
声
を

4
人
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
を
交
え
て
お
伝
え
し
ま
す
。

と
や
、
栄
養
士
の
フ
ォ
ロ
ー
が

大
変
に
な
る
。
最
終
的
な
財
政

負
担
は
、
町
民
に
は
ね
か
え
っ

て
く
る
。
そ
れ
を
見
越
し
た
覚

悟
が
出
来
る
か
。

　

神
吉　

給
食
を
円
滑
に
実
施

す
る
た
め
に
は
、
計
画
的
生
産

体
制
と
流
通
体
制
が
不
可
欠
と

思
う
が
、
良
い
事
例
の
町
村
は

な
い
か
？

　

金
丸　

三
重
県
相
可
高
校
で

は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
市
場
と

高
校
の
料
理
教
室
レ
ス
ト
ラ
ン

と
地
元
の
市
場
が
連
携
し
て
、

高
校
生
が
レ
ス
ト
ラ
ン
を
展
開

す
る
な
ど
全
国
的
に
も
話
題
に

な
っ
て
い
る
。
徳
島
県
上
勝
町

で
は
、
地
元
産
の
直
売
所
が
あ

り
、
学
校
給
食
は
直
売
所
が
連

携
し
て
納
入
し
て
い
る
。
佐
賀

校
か
ら
も
食
の
大
事
さ
や
食
に

対
す
る
取
り
組
み
を
家
庭
に
発

信
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
。

　

神
吉　

地
域
、
学
校
の
連
携

を
つ
く
り
や
す
く
す
る
た
め
に

は
自
校
方
式
が
い
い
の
か
？

　

金
丸　

セ
ン
タ
ー
方
式
も
自

校
式
も
あ
ま
り
関
係
な
い
。
地

域
連
携
が
で
き
て
い
な
い
と
こ

ろ
は
、
ど
ん
な
に
小
規
模
で
も

う
ま
く
い
か
な
い
。
行
政
が
間

に
立
っ
て
学
校
と
農
家
と
の
連

携
の
場
を
作
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
首
長
、
学
校
長
、
栄
養

士
の
連
携
が
必
要
で
あ
る
。

　

神
吉　

ど
ん
な
判
断
基
準
で

給
食
問
題
の
決
定
を
す
る
か
？

　

町
長　

判
断
基
準
は
、「
食
育
、

地
産
地
消
、
財
政
」
と
大
き
く

３
つ
あ
る
。
成
果
を
得
る
た
め

に
は
、
お
金
と
時
間
と
労
力
の

代
償
が
必
要
で
、
何
に
代
償
を

払
う
か
が
大
事
。
そ
れ
を
こ
れ

か
ら
町
民
の
皆
さ
ん
、
学
校
給

食
関
係
者
に
検
討
し
て
も
ら
い
、

３
案
か
４
案
で
き
た
時
点
で
、

財
政
の
裏
づ
け
も
検
討
す
る
。

（
フ
リ
ー
ト
ー
ク
抜
粋
）

給食施設の老朽化と財政的な費用
STEP 3

STEP 4

　御船小、七滝中央小、御船中はＳ構造
（鉄骨）の給食施設であるため、使用ので
きる年数は建築から28年間となる。し
かし、３校（★印）とも耐用年数が10年以
上を超過。給食施設の老朽化が進み安全
性が指摘されている。仮に、３校の給食
施設をそれぞれ改築した場合の事業費
は、御船小＝約１億2500万円、七滝中央
小＝約7000万円、御船中＝約１億6500万
円と見込まれる。また、給食センターを
建設した場合の事業費は、約６億1000万
円と予想される。

◎自校方式　小学校や中学校の各給食施設で給食を調理し、児童
や生徒たちに提供する方法。
◎給食センター方式　町内の一箇所に給食施設を建設して、すべ
ての小学校と中学校の給食をまとめて調理し、各学校へ配達し
て提供する方法。
◎自校方式＋給食センター方式　町内の一箇所に給食施設を建設
して、一部の小学校や中学校の給食をまとめて調理し、各学校へ
配達して提供する方法。

かなまる・ひろみ　食環境ジャー
ナリスト。ライター＆エディター、
コーディネーターとして活躍。雑
誌や新聞などのエッセー、ルポ、映
画紹介、企画・編集プロデュース。
プロモーションアドバイザー、食育
の講座、体験授業、食のワーク
ショップのプランニングなどを手
がけ、テレビやラジオなどにも数多
く出演。佐賀県唐津市出身。

　学校給食の施設問題は、町民で構成される「学校
給食問題検討実行委員会」が関係団体との意見交
換会を実施して、最終案をまとめて山本町長に意
見を提出。そして、12月定例議会で山本町長から、
①自校方式
②給食センター方式
③自校方式　＋　給食センター方式
のいずれかが議会へと報告される。

町民の視点と意見を取り入れるため、町
民30人を公募

12月定例議会までの流れ

学校給食問題検討実行委員会を公募

同委員会に21人が決定。関係団体と意
見交換会を開催（～８月）

学校給食問題検討実行委員会の設立

フォーラムで、意見交換会の内容をまと
めて町民に経過報告

フォーラム開催

学校給食問題検討実行委員会が最終案
をまとめて、山本町長に提出

給食問題の最終案を山本町長に提出

学校給食問題検討実行委員会の最終案
を踏まえて、山本町長が町議会に報告と
説明。

定例議会で山本町長が町議会へ報告

コーディネーター
神吉　信之　氏

パネリスト
宮村　のり子　教育長

特別ゲスト
金丸　弘美　氏

パネリスト
山本　孝ニ　町長
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学校給食の施設状況

構造 建築年月 経過年数面積
（㎡）

決断。給食施設
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